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総
務
常
任
委
員
会
は
３
月

６
日
に
委
員
会
を
開
会
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
４
件
の
審

査
、
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。議

案
審
査

◆
市
政
協
力
員
の
設
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

    

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

　

新
規
の
大
規
模
住
宅
開
発

が
進
み
、
新
た
な
住
民
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

政
協
力
員
の
定
数
を
変
更
す

る
と
と
も
に
、
委
嘱
期
間
を

任
期
の
実
態
に
合
わ
せ
１
年

と
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

　

　

大
規
模
化
し
て
い
る

区
・
自
治
会
に
、
複
数
の
市

政
協
力
員
を
置
く
考
え
は
。

　

市
民
参
画
課
長　

区
・
自

治
会
は
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
考
え
て
お
り
、
代
表
者

に
市
政
協
力
員
を
お
願
い
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正【

賛
成
全
員
：
可
決
】

　

統
計
法
の
全
部
改
正
及
び

統
計
報
告
調
整
法
の
廃
止
に

伴
い
、
条
例
に
お
い
て
引
用

し
て
い
る
法
律
の
名
称
及
び

条
項
に
つ
い
て
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

　

　

個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
、
国
勢
調
査
な
ど
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
調
査
員

の
方
を
ど
の
よ
う
に
選
ば
れ

て
い
る
の
か
。

　

総
務
室
担
当
課
長　

調
査

の
都
度
、
任
命
と
な
る
が
、

国
勢
調
査
規
模
の
場
合
、
区 

・
自
治
会
、
市
政
協
力
員
等

に
推
薦
を
お
願
い
し
て
い
る
。

調
査
員
に
つ
い
て
は
、
当
然
、

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

　

　

昼
の
休
憩
時
間
に
自

宅
に
帰
っ
て
昼
食
を
と
っ
て

い
る
職
員
が
い
る
が
、
ど
う

考
え
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

途
中
で
交
通
事
故
等
に
あ
っ

た
場
合
、
公
務
災
害
補
償
の

対
象
と
な
る
の
か
。

　

職
員
課
長　

労
働
基
準
法

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は

３
月
４
日
に
委
員
会
を
開
会

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件

の
審
査
、
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

議
案
審
査

◆
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例
の
制
定

    

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

　

平
成
21
年
度
か
ら
介
護
従

事
者
の
処
遇
改
善
を
図
る
介

護
報
酬
の
改
定
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
介
護
保
険
料

の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
す
る

た
め
の
国
か
ら
の
交
付
金
を

積
み
立
て
、
適
正
に
管
理
運

営
す
る
こ
と
を
目
的
に
基
金

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　

　

介
護
報
酬
が
３
％
引

き
上
げ
ら
れ
た
が
、
市
の
認

識
は
。

　

健
康
介
護
課
長　

介
護
従

事
者
の
定
着
率
が
悪
い
こ
と

や
、
高
齢
化
に
伴
い
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
国

が
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

　

介
護
の
実
態
や
職
場

環
境
が
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

国
が
介
護
支
援
事
業
の
メ
ニ

ュ
ー
に
係
る
予
算
を
立
て
て

い
る
が
、
介
護
事
業
所
に
知

ら
せ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

　

健
康
介
護
課
長　

介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
連
絡
会

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

周
知
に
努
め
た
い
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正

【
賛
成
多
数
：
可
決
】

　

介
護
保
険
料
率
を
改
定
す

る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
21
年

度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の

３
年
間
を
通
じ
て
同
一
の
保

険
料
率
を
新
た
に
設
定
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

　

　

介
護
保
険
料
や
国
民

健
康
保
険
税
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
保
険
料
が
年
金

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
、
実
質

受
け
取
る
年
金
が
減
っ
て
い

る
が
、
市
と
し
て
の
認
識
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

基
金
を

取
り
崩
す
な
ど
し
て
努
力
し

て
き
た
が
、
最
小
必
要
限
度

の
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

　

　

介
護
保
険
料
の
基
準

額
を
本
市
と
近
隣
市
と
で
比

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は

３
月
５
日
に
委
員
会
を
開
会

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
５
件

の
審
査
、
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

議
案
審
査

◆
水
道
事
業
建
設
基
金
設
置

条
例
の
一
部
改
正

    

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

　

水
道
施
設
の
拡
張
事
業
を

計
画
的
か
つ
円
滑
に
推
進
す

る
た
め
設
け
て
い
る
建
設
基

金
に
つ
い
て
、
市
水
道
中
期

経
営
計
画
を
見
直
す
中
で
、

よ
り
一
層
の
有
効
的
な
活
用

を
図
る
た
め
、
処
分
が
で
き

る
範
囲
に
つ
い
て
変
更
を
行

う
も
の
。

　

　

中
期
経
営
計
画
を
見

直
さ
れ
た
が
、
住
民
の
負
担

と
な
ら
な
い
精
度
の
高
い
基

金
の
有
効
活
用
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

　

経
営
管
理
室
担
当
課
長　

平
成
41
年
度
で
３
億
３
４
９ 

６
万
５
０
０
０
円
の
建
設
基

金
の
予
定
残
高
を
設
定
し
て

い
る
。
あ
と
４
、５
年
経
過

を
見
る
中
で
、
基
金
の
取
り

崩
し
ま
た
は
そ
の
分
担
金
に

つ
い
て
、
再
度
見
直
す
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

◆
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

　

防
賀
川
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
及
び
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の
照

明
施
設
が
完
成
す
る
こ
と
か

ら
、
使
用
料
等
を
定
め
、
平

成
21
年
５
月
１
日
か
ら
利
用

で
き
る
よ
う
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

　

　

当
該
公
園
の
隣
接
農

地
は
、
水
稲
が
中
心
で
あ
る

が
、
照
明
光
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

施
設
整
備
課
長　

特
に
水

稲
で
は
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
で
10

ル
ク
ス
以
上
だ
と
影
響
が
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
５
ル

ク
ス
を
一
つ
の
基
準
と
し
た
。

さ
ら
に
光
が
漏
れ
な
い
よ
う

な
対
策
も
取
っ
て
い
る
。
近

く
地
元
と
も
立
ち
会
い
確
認

を
し
て
、
了
承
を
得
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

◆
水
道
部
企
業
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

    

【
賛
成
多
数
：
可
決
】

◆
道
路
線
の
認
定

    

【
賛
成
全
員
：
可
決
】

◆
道
路
線
の
廃
止

    
【
賛
成
全
員
：
可
決
】

　

　

市
か
ら
開
発
業
者
に

対
し
て
、
電
柱
は
道
路
敷
地

に
立
て
な
い
と
い
う
指
導
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

建
設
部
副
部
長　

現
在
は
、

昨
年
４
月
に
施
行
し
た
開
発

手
続
条
例
の
技
術
基
準
の
中

で
、
努
力
義
務
と
し
て
規
定

し
て
い
る
た
め
、
電
柱
は
民

有
地
内
に
設
置
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。
当
該
地
は
、

以
前
の
開
発
指
導
要
綱
時
か

ら
の
協
議
継
続
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
当
時
は
そ
う
い
う

指
導
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は

１
月
21
日
に
閉
会
中
の
委
員

会
を
開
会
し
、
５
件
の
所
管

事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

◆
環
境
の
諸
問
題
に
つ
い
て

　

　

助
燃
材
以
外
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

経
済
環
境
部
副
部
長　

平

成
28
年
度
に
計
画
し
て
い
る

新
焼
却
炉
建
設
の
検
討
の
中

で
、
環
境
に
や
さ
し
く
最
適

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
農
業
振
興
に
つ
い
て

　

　

農
業
を
取
り
巻
く
現

状
は
非
常
に
厳
し
い
が
、
農

家
を
激
励
す
る
よ
う
な
施
策

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　

農
政
課
長　

正
式
に
決
定

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
Ｊ

Ａ
出
荷
の
一
等
米
に
対
し
て
、

何
ら
か
の
助
成
を
し
て
は
ど

う
か
と
考
え
て
い
る
。

◆
健
康
村
地
区
の
排
水
路
問

題
に
つ
い
て

　

　

当
該
地
は
、
雨
水
が

道
路
に
冠
水
し
、
個
人
の
住

宅
地
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。

行
政
と
し
て
何
ら
か
の
対
応

が
で
き
な
い
か
。

　

施
設
整
備
課
長　

現
地
を

調
査
し
、
対
応
を
考
え
た
い
。

◆
三
山
木
地
区
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て

　

　

51
街
区
へ
の
公
共
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

較
し
た
場
合
、
ど
の
ぐ
ら
い

の
水
準
に
位
置
し
て
い
る
の

か
。

　

健
康
介
護
課
長　

従
来
の

基
準
額
で
比
較
し
た
場
合
は
、

山
城
南
部
の
市
の
中
で
最
下

位
で
あ
っ
た
が
、
新
基
準
額

で
、
木
津
川
市
を
は
じ
め
７

市
で
比
較
し
た
場
合
、
下
か

ら
３
番
目
に
低
い
金
額
で
あ

る
。

　

　

職
員
駐
車
場
を
無
料

で
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
、
労

働
条
件
の
整
備
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

副
市
長　

地
方
公
共
団
体

を
取
り
巻
く
世
間
の
状
況
を

見
る
中
で
、
無
料
の
ま
ま
で

今
後
も
推
移
す
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
駐
車
場
は
雇

用
主
の
責
任
で
確
保
す
る
が
、

そ
れ
に
伴
う
応
分
の
負
担
を

い
た
だ
く
こ
と
が
適
正
な
労

働
条
件
の
確
保
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

副
市
長　

現
時
点
で
何
も

進
ん
で
い
な
い
が
、
南
部
住

民
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
施

設
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や

ホ
ー
ル
機
能
を
備
え
た
交
流

施
設
的
な
も
の
な
ど
、
何
ら

か
の
公
共
施
設
の
設
置
は
確

か
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
早

く
方
向
性
を
示
し
た
い
。

◆
第
二
京
阪
道
路
に
係
る
都

市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

　

廃
止
し
た
区
域
の
土

地
を
分
筆
し
て
、
個
人
等
に

転
売
し
な
い
よ
う
に
、
京
阪

と
協
定
書
を
結
ん
で
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

計
画
建
築
課
長　

京
阪
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
種
の
協
定
書
を
締

結
す
る
考
え
は
な
い
。

上
は
、
完
全
に
拘
束
さ
れ
な

い
が
、
で
き
る
だ
け
市
民
対

応
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

と
い
う
よ
う
な
啓
発
に
は
努

め
て
い
き
た
い
。
な
お
、
交

通
事
故
等
が
あ
っ
た
場
合
、

公
務
災
害
補
償
の
対
象
と
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
賛
成
多
数
：
可
決
】

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

現地視察により道路線の　　　　　　 
   　　認定・廃止の説明を受ける委員

総

務

4 月から改定された　　　　　　　　　
　　　介護保険料段階表のリーフレット

建

設

経

済

文

教

福

祉

閉
会
中
の
委
員
会
調
査

子どもの医療費助成の拡充を求める決議を
可決（要約）

　今後、京田辺市のまちづくりを考えたとき、「子育て

しやすいまち」「子育て支援が充実したまち」として、

具体的な施策・事業を展開していくことが必要不可欠で

あると考える。そのためには、安心して子どもが医療機

関を利用できる体制づくりが重要な課題である。

　さらなる子どもの医療費助成の拡充を図るため、本制

度の対象年齢を引き上げる等の施策を可及的速やかに

実施されるよう求める。

市長から感謝状の贈呈を　　　　　　
　　　　　　 　　受ける市政協力員


